
項 ⽬ 内 容

名称 マンゴスチン [英]Mangsteen、mangosteen、purple mangosteen [学

名]Garcinia mangostana L.

概要 マンゴスチンは、東南アジア原産で東南アジアから南アジア、中南⽶で栽培されて

いる常緑⾼⽊である。果実は、「果物の⼥王」と⾔われるトロピカルフルーツで、

⽪をはぎ⽣⾷されている。

法規・制度 ■⾷薬区分

・マンゴスチン (Garcinia mangostana) 果⽪︓「医薬品的効能効果を標ぼうしな

い限り医薬品と判断しない成分本質 (原材料) 」に該当する。

■⾷品添加物

・天然⾹料基原物質リスト

マンゴスチンが収載されている。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・キサントン誘導体 (カラバキサントン、マンゴスタノール、マンゴスチノンC、ク

ラトキシキサントン、ガルシマンゴキサントンB、ガルシノンA〜D、マンゴステノ

ンA〜C) などを含む (102) 。

・果⽪は、タンニン (102) 、α-マンゴスチン (PMID:29268971) を含む。

http://www.ncbi.nlm.nih.gov/entrez/query.fcgi?cmd=Retrieve&db=PubMed&list_uids=29268971&dopt=Abstract


分析法 ・⽪中のα-マンゴスチンをHPLC、NMRにより分析した報告がある

(PMID:29268971) 。
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RCT

・成⼈⼥性38名 (試験群19名、平均43.1±10.3歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検無

作為化プラセボ対照試験において、マンゴスチン果⽪熱⽔抽出物 (ロダンテノンB 

0.078％含有) 200 mg/⽇を12週間摂取させたところ、⾎液検査値 (ヘモグロビ

ン、MCV、MCH、MCHC) の上昇、⾎⼩板の減少が認められた。⼀⽅、動脈硬化の

指標 (動脈圧指数、動脈脈波速度指数) 、体重、体脂肪率、BMI、⾎圧、⼼拍数に影

響は認められなかった (2019173565) 。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・

内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・

感覚器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

免疫・がん・

炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 RCT

・肌のたるみ、くすみの⾃覚症状のある成⼈⼥性38名 (試験群19名、平均

43.1±10.3歳、⽇本) を対象とした⼆重盲検無作為化プラセボ対照試験において、

マンゴスチン果⽪熱⽔抽出物 (ロダンテノンB 0.078％含有) 200 mg/⽇を12週間

摂取させたところ、⾓層⽔分量の増加が認められた。⼀⽅、経表⽪⽔分蒸散量、

AGEs (ペントシジン) に影響は認められなかった (2019173565) 。
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